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「あ
り
が
と
う
」
と

・
・
・ 

 

ど
な
た
に
も
、
自
ら
の
人
生
に
、
大
き

く
影
響
を
与
え
て
く
れ
た
人
は
、
何
人
か

お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
先
日
、
私
に

と
っ
て
、
そ
の
１
人
で
あ
る
Ｔ
さ
ん
が
７

２
歳
の
若
さ
で
、
旅
た
た
れ
ま
し
た
。
私

が
初
め
て
、
市
会
議
員
に
立
候
補
し
た
時

の
選
挙
事
務
所
の
本
部
長
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
後
も
生
活
相
談
所
長
や

議
会
担
当
と
し
て
も
、
大
変
お
世
話
に

な
っ
た
方
で
す
。 

 

数
年
前
に
北
区
か
ら
離
れ
、
居
住
地
の

行
政
区
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
病

に
倒
れ
、
厳
し
い
闘
病
生
活
を
さ
れ
て
お

ら
れ
た
そ
う
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
お
見
舞

い
に
も
行
け
ず
、
ち
ゃ
ん
と
お
世
話
に

な
っ
て
き
た
感
謝
の
気
持
ち
を
言
え
な

か
っ
た
の
が
、
心
残
り
で
た
ま
り
ま
せ

ん
。
天
国
で
、
近
づ
い
て
き
た
総
選
挙
の

こ
と
を
心
配
し
く
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
Ｔ
さ
ん
の
意
志
を
引
き
継
ぎ
、
政
権

交
の
実
現
に
向
け
て
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。 

ホームページぜひ、ご覧下さい。 http://tamamoto-narumi.jp/ 

つぶやき：ほんとに嬉しい写真です。右から、れいわ

新撰組の山本代表、立憲民主党の枝野代表、日本共産党志位

和夫委員長、社会民主党の福島党首が共通の政策提言にサイ

ンをし、ガッツ

ポーズをしてい

ます。日本共産

党は初めて、政

権交代を掲げ

て、選挙に向

かっています。 

 

福祉の後退を許していいのか！！ 
  

 9月22日に開会する京都市会で、市長は敬老乗車証の大改

悪や学童保育の利用料の値上げを提案。今後も保育園の保育

料の値上げや運営への補助金も削ろうとしています。長年、

市民の福祉の向上に役だってきた大切な制度を根こそぎ改悪

しようとする強引な市長のやり方は許せません。 

 財政難を理由に、京都市の独自の施策を見直すのは当たり

前のように職員にも市民にも啓発をしていますが、矛盾する

ことが多すぎます。財政難というなら、まずは、急がなくて

もよい大型開発を見直すべきです。北陸新幹線の延伸では、

京都市の負担額がいくらになるかもわからない大きな課題が

あるのに推進。しかもコロナ禍で市民の暮しが大変な時に

真っ先に福祉の切り捨てをするのは問題です。 

 敬老乗車証の改悪では敬老の精神を壊す改悪案です。「負

担金が上がるのなら、もう申請しない」という声や「交通費

が負担で出かけるのを躊躇する。70歳になるのを楽しみにし

ているのに、対象年齢を引き上げるのはひどい」等など、た

くさんの声が寄せ

ら れ て い ま す。

しっかりと議論し

ていきます。 

 

 
政権交代に近づく！野党共通政策の提言を発表！ 
  

 衆議院選挙に向けて、市民連合の皆さんが野党各党に諸

政策を提案され、その政策を実行する政権の実現を求めた

のに対して、日本共産党、立憲民主党、社会民主党、れい

わ新鮮組が応え、サインをしました。 

６つの政策 ①憲法に基づく政治の回復、②科学的知見に

基づくコロナウイルス対策の強化、③格差と貧困をなくす

④地球環境を守るエネルギー転換と地域分散型経済システ

ムへの移行、⑤ジェンダー視点に基づいた自由で公平な社

会実現、⑥権力の私物化を許さず、公平で透明な行政を実

現する。 

新型コロナウイルス感染第５波の山がやっと、下がって

きました。このまま感染を封じ込めるには、やっぱりPCR検

査をしっかりとやることが大事です。感染者が増えると、病

院のベッドが足りなくなります。積極的なPCR検査の実施につ

いて、国も京都市も消極的なのが大きな課題です。引き続き

議会で追及していきます。 

写真は敬老乗車証制度

を守ろう連絡会の皆さ

んが19回目の署名を提

出。通算6万筆を超え

る長年の切実な行動で

す。 

遺影のＴさんの笑顔は素敵でした。でもほんとに悲しかった。 


